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 第２回目の交渉も６月３日に開催され大詰めを迎えています。 

 全社員が黒字化実現に向けて奮闘し、矢継ぎ早に行われる施策により一人の社員

が複数の業務を担うなど確実に労働密度は上がっています。期末手当は一時金であ

るからこそ、基準内賃金の３．０ヶ月満額を社員に投資しても将来にわたって経費とし

て影響することはありません。 

 通期予想で黒字を予定し、GW輸送も好調であったからこそ、堂々と職場から基準内

賃金の３．０ヶ月満額回答獲得に向けた取組みを展開していきましょう！ 

 

 上中越支部夏季手当の取組み【BONUS GRAND PRIX 2022】 

上中越支部は夏季手当満額回答獲得実現に向けて、3つの

お題に対して様々な思いを一言で表現する【BONUS 

GRAND PRIX 2022】を開催しています。 

集会では切実な想いにひねりを加えた一言が組合員から

出されました。引き続き組合員はもとより、家族やＪＲ労働

者からも広く募集して夏季手当の取組みを盛り上げていき

ます。 
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